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進化系統研究部門

○形態進化分野

片山一道,塔田積,毛利俊雄,国松豊,早川清治

『研究概要

A)ヒトの進化の特異性に関する形態学的研究

片山一道,権田絵里(大学院生)
ヒトの特異性について,同時に,けた外れに大きな

ヒトの多様性について,形態人類学の方法で解析する.

もってヒト化およびサピエンス化のプロセスの実態,

要因,特性などを類推していく.骨格を肉眼解剖や検鏡

検査や計測分析などで調べる骨学研究が中心となるが,
ときに生体学的研究とか,成長加齢現象の分析も行う.

できるだけ独自の視点でシンプルな方法で身近な問題

を扱い,まさに大きさと形だけでヒトの特異性を解明し

ていこうとするのが,この研究の心髄である.もとより

人類の進化,つまりヒト化とサピエンス化のプロセスに

は,他の生物の進化とは異なる特性がある.ひとつは迫

伝子の変化を伴わずに体形や体格が異常な速度で変化

した点,ひとつは特殊化せずに,どんどん分布域を拡大

していった点である.だからヒトの本質に近づくには,
肉眼形態学などのマクロな方法論でアプローチするの

が,むしろ有効な手段となる.ヒトの進化の実態,要因,

特性を検証することによって,｢人間とは何か｣を考え
る人間論の領域にも踏みこんでいきたい.

a)古人骨の骨考古学的研究

片山一道,大薮由美子(大学院生)
古人骨や化石人骨の研究は,先史時代や過去の人び

との体形や容貌を推察するための唯一の手段である.同

時に,それらの人びとの日常活動を知るにも重要な手段

となる..個々の骨に生活痕,病痕,傷痕などが刻まれ,
食物内容により元素構成が影響を受けるからである.ま

た多数の人骨を調べることにより古人口学の問題にも

アプローチできる.古人骨や化石人骨を形憶学的に調べ

ることにより,過去の人びとの日常的な生業活軌 特殊

活動,食習慣,健康状態,社会的な実憶などを明らかに
するのが研究の骨子である.

C)チンパンジーとニホンザルの身体形態と体組成の成
長 ･加齢変化

演田穣,西村剛(大学院生),

茶谷薫(特別研究員･非常勤研究員)
チンパンジーとニホンザルの成長と加齢変化に関

する横断的･縦断的研究を行った.チンパンジー対象は,

頂本歪長Wiパーク(㈱三和科学研究所)と霊長類研究所飼
育個体であり,ニホンザルは霊長類研究所飼育個体であ

る.これらの個体に関して,生体計測 ･手足 X線写真

根形 ･DXA装置 (二波長Ⅹ線吸収体組成測定装置)に
よる体組成債計測を行った.霊長類研究所飼育のチンパ

ンジー幼児とニホンザルに関しては,MRIによる発声器
官や筋骨格器系の断層拍形,およびロコモーション発

達･加齢の観察も行った.盃長叛パーク縦断的観察個体

では,手と手首の骨格が成熟したので,成熟過程をTW2

法に準拠して分析し,ヒトの成熟過程と比較し,思春期

の変化についてチンパンジー特徴を考察した.DXA装

置によるチンパンジーの体組成に関する研究から,ヒト
と大きく異なり,幼児期･コドモ糊を池じて体脂肪はご

く少なく,体脂肪率 5%未満のものがほとんどであり,

脂肪蓄積は性成熟の完了する思春期に開始するようで

ある.今後,データを蓄積し,チンパンジーの体組成年
齢変化の概要を描き出す予定である.ニホンザルについ

ては, 体組成値のうち骨塩量の年齢変化を検討し,身

体一般の成長パターンと同様の年齢変化をたどること,
椎骨形態の加齢変化から推測されるのとは逆に老齢期

(ニホンザル20歳以降)に,骨塩量が著しく減少する
というヒトに見られるパターンが認められないことを

見出した.ニホンザルにおいて加齢に伴ない,身体運動

の質･丑が変化するかどうかを確かめるために,霊長析

研究所の放飼場において,観察を行った.その結果,揺

やかな運動タイプの頻度が増し,かつ運動丑も著しく減
少していることが明らかとなった.

D)アフリカにおける叛人位とオナガザル柄の位置的行
動 (ロコモーションと姿勢)

潰田積,西村剛(大学院生),

茶谷蒋(特別研究員･非常勤研究員)
ガボン共和国東部のムカラバ･モンドウドゥ保護区
および,ケニア国ライキピア郡とクレーターレイクにお

いて類人猿とオナガザル類の位田的行動に関するフィ

ールド調査を行った.調査内容は位位的行動の観察とビ

デオ撮影,および行動を行っている支持基体の高度と森

林タイプ (山地林 ･周緑林･河辺林･薮的な二次林)の

記録である,ムカラバ･モンドウドゥ保讃区に分布して

いる6種のオナガザル頬は,それぞれ好みの森林タイプ

と高度を持っており,成熟した林の粒も高いところによ

く見られるホオジロマンガベイとクラウングエノンか
ら薮的な二次林に多いクチヒゲグェノンまでのスペク

トラムが認められた.そしてホオジロマンガベイが四手

的行動をよく示すように,それぞれの種がその支持基体
環境に合致した位置的行動を示している.ケニアではラ

イキピア郡でサバンナ ･モンキーやサバンナ ･ヒヒを,
クレータレイクのアカシア林でクロシロコロブスをそ

れぞれ観察し,位田的行政における種特徴を予備的に分
析した.

E)ヒトをふくむ霊長類の頭蓋学

毛利俊雄
ここ数年続けているニホンザルの地理的頭蓋計測

変異の研究はしばらく資料の増加をまって再開する予

定である.霊長類の縫合にかんする総合的研究は平成

16年度からの個人的中期目標としたので待機中である.

ニホンザルの矢状稜の研究を再開した.今回はメス

で側頭線の走行が加齢にともなってどう変化するかを

みることにした.メスは矢状稜をもたないのでネガティ
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ヴ･コントロール設定のこころみである.

名古屋市玉ノ井遺跡出土の縄文晩期人骨の整理を

依頼され,簡単な報告を書いた.多様な抜歯例を報告し,

土器棺使用と不使用の年齢的境界を示唆することがで

きた.

F)東南アジアにおける中新世化石類人猿の研究

国松豊,山本亜由美(大学院生)
タイ王国において古生物･地質学的野外調査をおこ

なった.北部ではこれまでに我々の調査によって類人猿

化石が見つかっているチェンムアン褐炭採掘場におい

て中新世中期･後期境界附近の地層から晴乳類化石を採

兆した.東北部のナコンラチヤシマ附近ではムン川流域

の化石産地において中新世後期や更新世のものと推定

される動植物化石を採集した.

G)東アフリカ中新世霊長類化石の研究

囲松豊
東アフリカのケニヤ共和国北部のナチョラ地域で

中新世中期の霊長類その他の化石発掘調査に従事した.

ケニヤ国立博物館においてナチョラ出土の霊長類化石

の整理及び他の産地の標本との比較調査をおこなった.

ナチョラ地域の標本のなかから初めて原猿化石が見つ

かった.ナチョラに限らず他の地域でも中新世の原猿化

石は稀少であり,重要な標本である.ウガンダ博物館を

肪悶し,同国東部のモロト及びナバクという中新世前期

の化石産地から出た霊長類化石の標本調査を実施した.

H)ベ トナム更新世オランウータン化石の再検討

園松豊
2003年 2月,ハノイに赴き,ベ トナム考古学研究

所に所蔵されている同国出土の更新世オランウータン

化石を中心とした霊長類化石標本の予備調査をおこな

った.標本の多くは先行研究によって一応報告されてい

るが,歯種の同定や分類に問題があり,今後,再検討が
必要と考えられる.
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0集 団 遺 伝 分 野

庄武孝義,川本芳,田中洋之

■研究概要

A)ニホンザルの集団遺伝学的研究

川本芳,庄武孝義,泊賢一朗,川本咲江

東京で開催された第 18回日本霊長頬学会大会で東

日本地域のニホンザルの遺伝的分化,滋賀県のニホンザ

ルの遺伝的モニタリング,房総半島のニホンザルと外来

種の交雑調査,の結果を報告した.また,同大会でシン
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